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（１）水道料金及び下水道使用料の改定について



天草市 水道料金及び下水道使用料改定までの流れ
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改定率及び改定の時期

新料金
R9.4月～新料金で請求
▶水道料金 ＋26.11％
▶下水道使用料 ＋30.00％

R8.4月～R9.3月特例料金で請求
（改定率の2分の1の率で請求）
▶水道料金 ＋13.055％
▶下水道使用料 ＋15.00％

特例（激変緩和措置）
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新旧料金表（月額）【特例（激変緩和措置）】

6



新旧料金表（月額）
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改定後の料金例
1世帯3人家族の場合
（口径13ｍｍで20㎥使用した例）
※20㎥は1世帯3人家族で1ヶ月一般的に使用されている量

◎新料金
【水道料金】
基本料金 1,500円
従量料金 8㎥×70円＝560円

12㎥×280円＝3,360円
小 計 5,420円
請求額 5,962円（税込）

【下水道使用料】
基本料金 1,200円
従量料金 8㎥×45円＝360円

12㎥×240円＝2,880円
小 計 4,440円
請求額 4,884円（税込）

請求額計 10,846円（税込）
（2,398円の増）

◎現行料金
【水道料金】
基本料金 1,200円
従量料金 8㎥×55円＝440円

12㎥×220円＝2,640円
小 計 4,280円
請求額 4,708円（税込）

【下水道使用料】
基本料金 900円
従量料金 8㎥×35円＝280円

12㎥×185円＝2,220円
小 計 3,400円
請求額 3,740円（税込）

請求額計 8,448円（税込）

◎特例（激変緩和措置）
【水道料金】
請求額 5,339円（税込）

【下水道使用料】
請求額 4,224円（税込）

請求額計 9,563円（税込）
（1,115円の増）
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新料金早見比較表（φ13ｍｍ）
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料金改定後、収益的収支の推移予測 （水道）

※令和8年度の収支見込は、特例による負担軽減に伴う一般会計繰入金受入後の収支を計上。 10



料金改定後、収益的収支の推移予測（下水道）

※令和8年度の収支見込は、特例による負担軽減に伴う一般会計繰入金受入後の収支を計上。 11



今後のスケジュール
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（２）水道事業の概要について



令和７・８年度 上水道建設改良事業（拡張・改良）の概要

年度 工事種別 工事内容 事業費

令和７年度

拡張工事（志柿町仲の塩屋地区他市内全域 5
件）

配水管布設工事
L＝1,585m

127,132千円

改良工事（小松原町他市内全域 22件）
配水管等布設替工事
L＝3,460m

372,584千円

改良工事（新和町他市内全域 11件）
水道施設（浄水場ろ過機
ろ材取替他）改修工事

302,600千円

令和８年度

令和7年度 合計 802,316千円

拡張工事（志柿町仲の塩屋地区他市内全域 2
件）

配水管布設工事
L＝320m

36,480千円

改良工事（小松原町他市内全域 18件）
配水管等布設替工事
L＝2,835m

298,110千円
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今後の上水道建設改良事業（拡張・改良）の概要

【今後の整備方針】

水道事業では、投資計画に基づき、令和7年度から令和11年度までの5年間で、約36億円

（年平均約7億円）を投じて、水道管路及び施設の更新（老朽管布設替、施設の耐震化）工事を

計画的に進めていきます。

管路の布設替につきましては、5年間で約15㎞を更新する計画です。更新する管路につきまし

ては、重要施設の配置状況及び漏水発生状況等を総合的に踏まえながら進めていきます。

また、施設の改修につきましても、水道施設基本計画に示された施設の再編や統廃合に関す

る実効性の精査・検証後、対象機器等の抽出や優先度を整理した上で、耐震化等の改修を計

画的に進めていきます。

災害に強い耐震性を有する水道施設の構築に向けた取組みを進めながら、安心・安全で安

定した水道水の供給を将来にわたり継続していきます。
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有収率及び漏水修繕数の推移
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※有収率とは、年間の配水量に対して実際に収入として得られた水量の割合を示す指標です。



近年の漏水調査の実施状況

年 度 調査距離 対象戸数 発見箇所 委 託 費 調 査 地 域

令和2年度 325㎞ 14,097戸 103箇所 17,292千円
本渡、牛深、五和、御所浦
天草、倉岳

令和3年度 380㎞ 16,597戸 114箇所 19,963千円
本渡、牛深、五和、御所浦
天草、有明、栖本、河浦

令和4年度 284㎞ 9,779戸 71箇所 15,983千円
本渡、牛深、五和、御所浦
天草、有明、栖本、河浦

令和5年度 308㎞ 10,774戸 105箇所 17,006千円
本渡、牛深、五和、御所浦
新和、天草、河浦

令和6年度 342㎞ 13,236戸 137箇所 21,131千円
本渡、牛深、五和、御所浦
有明、倉岳、河浦

令和7年度 324㎞ 14,369戸 125箇所 20,053千円
本渡、牛深、五和、御所浦、有明
倉岳、栖本、新和、河浦、天草
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8月10日からの大雨による被害状況（水道施設）

有明地域では、記録的な大雨による河川の増水に伴い、水源である河川の取水施設の流失や原
水の高濁度等により島子・小島子・赤崎浄水場が取水できない状況となりました。
また、土砂崩れ等により各所で漏水事故も同時に発生しました。
島子・小島子・赤崎浄水場が停電等の影響に伴う運転停止により、被災当日は最大約１,０００戸の
断水が発生したため、天草市管工事組合の応援と本市給水車により、町内３箇所に臨時給水所を設
置し給水活動を実施しました。（８月１２日夕方～８月１５日正午まで）

島子浄水場 水源地付近 島子浄水場 導水管流出状況

小島子浄水場 付近市道 小島子浄水場
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赤崎浄水場

小島子浄水場

島子浄水場
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（３）下水道事業の概要について



令和７・８年度 下水道工事の概要（主なものを抜粋）
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年度 工事名 工事内容 事業費

令和７年度

今釜新町管渠更生工事
管渠内面被覆工 L=59.3ｍ
（反転・形成工）

10,000千円

今釜新町ポンプ場No.2汚水自動除塵機整備工事 No.2汚水自動除塵機1式 40,000千円

本渡浄化センター汚泥処理設備改築工事
（R7～9債務負担）

汚泥処理設備１式
汚泥脱水設備１式
負荷・計装設備１式

215,000千円
(全体：1,383,000千円)

令和８年度

移動脱水車更新
（R8～9債務負担）

移動脱水車購入１台 (全体：170,000千円)

浄南雨水ポンプ場ポンプ設備改築工事
（R8～9債務負担）

№３ポンプ設備１式
192,500千円

(全体：385,000千円)

本渡浄化センター汚泥処理設備改築工事
（R7～9債務負担）

汚泥処理設備１式
汚泥脱水設備１式
負荷・計装設備１式

467,800千円
(全体：1,383,000千円)



8月10日からの大雨による被害状況①

【被害原因・被害状況】

本渡処理区では、記録的な大雨と、大潮の満潮が重なった事により自然流下での排水ができない状
況で、ポンプのみの排水では追い付かず、主に内水氾濫（一部外水氾濫もあり）による浸水被害が発生
しました。速報値では、家屋及び事業所等を含め、床上150戸、床下70戸の浸水被害が発生し、他に
は水路等の土砂の堆積被害が多く発生しました。
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【今回の条件】

・警 報 ： 8月10日22：09 大雨警報発令 8月11日9：15 大雨特別警報発令
・降雨状況 ： 8月11日 時間最大雨量 110mm/h 総雨量 304.5mm
・外水状況 ： 本渡港 8月11日 満潮時刻 9：48 大潮 潮位 372ｍｍ
・現在の計画降雨量 ： 62.5mm/h（雨水排水ポンプで処理できる1時間当りの最大雨量）



8月10日からの大雨による被害状況②

本渡地区浸水被害エリア

浸水被害が多いエリア 22



8月10日からの大雨による被害状況③

亀場町亀川（寺中地区）の水路被害
・下水道所管水路の土砂の閉塞被害
水路断面 W600×H900 延長 L=60.0ｍ

・閉塞による越水被害
里道のアスファルト舗装の被害
隣接の畑へ土砂流入被害 23



今後の下水道整備事業の概要
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【今後の整備方針】

第2期（R5～R9）天草市ストックマネジメント計画（長寿命化計画）に基づき、年平均約６億の予算を投
じて、管路（更生、耐震化）、雨水・汚水中継ポンプ場、処理場の老朽施設の更新工事を計画的に進め
てまいります。

また、近年、建設当時の計画降雨量を超える雨量が観測されておりますので、総合的な排水計画の
見直しを行い、整備（更新）を進めます。
国の交付金を最大限活用して、早急に、雨水内水浸水想定区域図を作成し、下水道事業の全体計
画・事業計画を見直し、天草市の雨水管理方針（整備計画）を策定し、整備・改築等を実施する計画で
す。


